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タンゴ音楽の集い 開催 

宍戸 和郎 

東京でサクラ開花宣言が発せられた去る 3 月 19 日木曜日、午後２
時半より、「タンゴ音楽の集い」が開催されました。回を重ねて今
回で 46 回目です。会場は、「銀座ブロッサム ローズの間」をお借
りしました。 

巨匠オスバルド・プグリエーセ（Osvaldo Pugliese。ピアニスト、
作曲・編曲家、1905-1995 年）の初来日から数えて 60 年を記念
しての特集。前回に続き２回目です。 お馴染みの当協会理事 飯
塚久夫氏の軽快な解説で会は進行しました。 

プグリエーセ楽団が従来のタンゴと一線を画する特徴である「揺・
溜・静・動・強・弱・変」を駆使しての演奏が、音響と映像で再
現され、参加者をその独特なタンゴ世界に引き込みました。飯塚
氏による解説の後で曲を聞くと、その特徴が際立ち、普段と違って聞こえるのが不思議で
す。裏話の数々※も楽しく、プグリエーセの世界に浸りきったひと時でした。 

因みに、飯塚氏によると、今年は日本にタンゴが伝わって 100 年の節目の年とのことで
す。                     （当日のプログラムを次頁に添付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ししど かずろう：当協会常務理事） 

 
※ （例） 

・プグリエーセは自分がギャラを多く取ることは決してせず、楽団員全員に均等に配分した。 

・楽団員の演奏技術が卓越してくるに従い、各自の我が前面に出るようになり、アンサンブルに
影響が出始めた。ついには、大量の退団者が出る事態となった。 

司会の藤田理事 永井理事長挨拶 



 

 


